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今号からの新しい試みとして、原稿に付録をつけられるようになりました。最近は論文に

関連データや動画などを添付できる雑誌が増えていますが、これに似た試みです。「核データ

ニュースへの投稿方法 (http://www.aesj.or.jp/%7endd/ndnews/submit.html)」

にも付録に関する説明が追加されました。掲載可能なファイルの形式や容量など、ご興味の

ある方は編集委員会にお問い合わせください。また、今号には英語でなければ寄稿をお願い

できない貴重な記事がありますが、実は、核データニュースに英語の記事が掲載されるよう

になったのは最近の傾向です。最近の 5年間で 5件ほど英語の記事が掲載されていますが、

その前の 5年間には英語の記事はありません。今後は英語の記事も増えていくと予想されま

す。前述の「核データニュースへの投稿方法」には、原稿テンプレートが掲載されています

が、現在は、日本語版のみとなっています。今号の編集では、英語版の原稿テンプレートに

ついても議論になりました。ところで、日本語版のWordではフォントサイズが 10.5ptがデ

フォルトになっていますが、これは日本の公文書に由来しているようで、英語版のWordで

は 11ptがデフォルトになっているそうです。このような観点から、日本語と英語を共存させ

る場合、フォントサイズをいくつにするのが良いのかなどの議論がありました。また、イン

デントの慣習も日本語と英語では異なるので、日本語の慣習にあわせるのか、それぞれの慣

習にあわせるのかなど、英語と日本語の記事を混在させる場合には意外に判断に迷う点があ

ることを認識しました。今号から付録という新しい試みが始まったり、最近は英語の記事が

増えたりしていますが、これまで長年続いてきた核データニュースの歴史の中でも、いろい

ろな方のご意見を参考にしながら、少しずつより良いものにするように変化し続けてきたの

ではないかと感じています。
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